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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
レ
イ
プ
仮
面

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
４
５
５
Ｉ

【
作
者
名
】

　
悲
劇
の
Ｍ

【
あ
ら
す
じ
】

　
別
サ
イ
ト
（
マ
ジ
メ
系
）
で
投
稿
し
た
と
こ
ろ
、
作
者
は
殺
さ
れ
ま
し
た
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
：
レ
イ
プ
仮
面
の
テ
ー
マ

ド
ゥ
ド
ゥ
ン
　
ド
ゥ
ド
ゥ
ン
　
ド
ゥ
ド
ゥ
ン
ド
ゥ
ン

ド
ゥ
ド
ゥ
ン
　
ド
ゥ
ド
ゥ
ン
　
ド
ゥ
ド
ゥ
ン
ド
ゥ
ン

遠
く
で
女
性
の
悲
鳴
が
す
れ
ば
　
バ
イ
ク
に
跨
り
や
っ
て
く
る

正
義
の
ヒ
ー
ロ
ー
　
そ
の
名
は
レ
イ
プ
仮
面

悪
い
怪
人
　
残
ら
ず
レ
イ
プ
　
　
助
け
た
女
　
迷
わ
ず
レ
イ
プ

迸
る
　
精
液
　
ヌ
ル
ヌ
ル
の
　
カ
ウ
パ
ー
（
エ
コ
ー
）

エ
コ
ー

悪
へ
の
制
裁
レ
イ
プ
真
拳
　
快
楽
の
谷
へ
突
き
落
と
せ

　
／
　
レ
イ
プ
　
レ
イ
プ
　
レ
イ
プ
　
レ
イ
プ
　
レ
イ
プ

サ
　
　
　
僕
ら
の
レ
イ
プ
仮
面

ビ
　
　
レ
イ
プ
　
レ
イ
プ
　
レ
イ
プ
　
レ
イ
プ
　
レ
イ
プ

　
¥
　
　
み
ん
な
の
レ
イ
プ
仮
面

仮
面
に
光
る
　
レ
イ
プ
の
心

僕
ら
の
味
方
　
レ
イ
プ
仮
面

レ
イ
プ
！
！

¶
¶
¶

「
キ
ャ
ー
！
！
！
」

　
女
性
の
悲
鳴
。
レ
イ
プ
仮
面
の
仮
の
姿
、
宮
崎
勉
は
、
車
庫
か
ら
自
転
車
を

引
っ
張
り
出
し
、
そ
れ
に
跨
っ
た
。
向
か
う
は
悲
鳴
の
し
た
場
所
。

　
犬
を
轢
き
、
通
行
人
を
跳
ね
飛
ば
し
、
着
い
た
場
所
は
町
か
ら
少
し
外
れ
た

廃
材
置
き
場
。
そ
こ
に
は
、
悪
人
が
レ
イ
プ
の
真
っ
最
中
だ
っ
た
。
勉
が
声
高
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に
叫
ぶ
。

「
や
め
る
ん
だ
！
　
そ
の
女
を
放
せ
！
」

「
む
む
っ
、
出
た
な
レ
イ
プ
仮
面
！
　
お
前
達
、
レ
イ
プ
仮
面
を
倒
す
ん
だ
」

「
ヒ
ヒ
ィ
ー
ッ
！
」

　
十
数
人
の
黒
ず
く
め
の
戦
闘
員
が
出
て
く
る
。
勉
は
伝
説
の
秘
法
、
レ
イ
プ

の
面
を
顔
に
被
っ
た
。

「
変
身
！
　
レ
イ
プ
仮
面
！
！
」

　
叫
び
と
共
に
、
勉
の
体
を
光
が
包
む
。
光
が
収
ま
る
と
、
そ
こ
に
は
レ
イ
プ

仮
面
の
姿
が
あ
っ
た
！

「
い
く
ぞ
！
」

　
同
時
に
、
戦
闘
員
が
レ
イ
プ
仮
面
に
襲
い
掛
か
っ
た
。
彼
ら
の
攻
撃
を
か
わ

し
、
レ
イ
プ
仮
面
は
下
半
身
を
露
出
さ
せ
た
。
ズ
ル
剥
け
の
性
器
に
、
真
っ
黒

な
陰
毛
が
露
わ
に
な
る
。

「
レ
イ
プ
真
拳
奥
義
【
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ザ
・
イ
ン
モ
ウ
】
」

　
す
る
と
、
地
面
か
ら
大
量
の
陰
毛
が
生
え
だ
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
に
真
っ

黒
に
な
る
砂
利
道
。
そ
の
陰
毛
達
は
一
本
一
本
に
自
我
が
あ
る
よ
う
に
、
戦
闘

員
達
の
足
に
絡
み
つ
い
た
。

「
俺
の
力
を
見
せ
て
や
る
」

　
自
ら
の
性
器
を
掴
み
、
激
し
く
上
下
に
動
か
す
。
す
る
と
、
レ
イ
プ
仮
面
の

性
器
か
ら
大
量
の
カ
ウ
パ
ー
液
が
溢
れ
出
し
、
そ
れ
は
数
メ
ー
ト
ル
に
も
達
す

る
津
波
の
形
に
な
っ
た
。

「
レ
イ
プ
真
拳
奥
義
【
カ
ウ
パ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
】
」

「
ヒ
ヒ
ィ
ー
ッ
！
」

　
カ
ウ
パ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
は
戦
闘
員
達
を
一
度
に
飲
み
込
み
、
後
に
は
恍
惚
の
表

情
を
浮
か
べ
て
果
て
て
い
る
戦
闘
員
達
の
姿
が
あ
っ
た
。

「
や
る
な
レ
イ
プ
仮
面
よ
、
私
達
の
部
下
を
一
度
に
葬
り
去
る
と
は
。
今
度
は

私
が
相
手
だ
！
」

　
麻
紐
で
縛
っ
た
女
を
傍
ら
に
寝
か
せ
、
怪
人
は
自
ら
の
ズ
ボ
ン
を
脱
ぎ
去
り
、

立
派
な
性
器
を
レ
イ
プ
仮
面
に
見
せ
つ
け
た
。
大
き
な
赤
い
亀
頭
は
、
レ
イ
プ

仮
面
の
も
の
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
。
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「
立
派
な
も
の
を
持
っ
て
い
る
な
。
だ
が
俺
は
悪
に
負
け
た
り
は
し
な
い
！
」

「
ほ
ざ
け
！
　
こ
れ
で
も
く
ら
え
！
」

　
怪
人
が
投
げ
た
そ
れ
は
、
レ
イ
プ
仮
面
の
足
元
に
着
地
し
た
。

「
う
お
お
！
　
こ
、
こ
れ
は
！
！
」

　
そ
れ
は
レ
イ
プ
仮
面
が
毎
週
買
っ
て
い
る
エ
ロ
週
刊
誌
、
「
コ
ミ
ッ
ク
モ
ン

モ
ン
」
の
最
新
刊
だ
っ
た
。
レ
イ
プ
仮
面
行
き
つ
け
の
コ
ン
ビ
ニ
は
雑
誌
の
入

荷
が
遅
く
、
ま
だ
読
ん
で
い
な
か
っ
た
。

「
隙
あ
り
だ
！
」

　
雑
誌
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
レ
イ
プ
仮
面
に
近
付
い
た
怪
人
は
、
露
出
し
た

レ
イ
プ
仮
面
の
性
器
を
握
っ
た
。

「
ぐ
は
っ
！
　
や
ら
れ
た
！
！
」

「
フ
ハ
ハ
ハ
ハ
、
甘
か
っ
た
な
レ
イ
プ
仮
面
！
」

　
目
に
も
と
ま
ら
ぬ
速
さ
で
、
握
っ
た
手
を
上
下
さ
せ
る
。
強
引
に
皮
を
か
ぶ

せ
、
皮
オ
ナ
を
繰
り
出
し
た
。

「
き
、
貴
様
！
　
俺
の
弱
点
が
皮
オ
ナ
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
た
の
か
！
」

「
バ
カ
め
、
敵
の
情
報
収
集
を
怠
る
と
で
も
思
っ
た
か
！
」

　
言
い
な
が
ら
、
手
の
動
き
を
休
め
な
い
。
レ
イ
プ
仮
面
の
射
精
感
は
、
す
ぐ

そ
こ
ま
で
迫
っ
て
い
た
。
敵
に
よ
っ
て
射
精
さ
せ
ら
れ
た
ら
、
レ
イ
プ
仮
面
は

力
が
抜
け
て
し
ま
う
の
だ
。
な
ん
と
し
て
で
も
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
う
わ
あ
あ
あ
！
　
こ
の
ま
ま
で
は
イ
ッ
て
し
ま
う
！
！
」

「
イ
け
！
　
私
の
手
の
中
で
イ
ク
が
よ
い
！
」

「
ふ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ
！
」

　
全
神
経
を
性
器
に
集
中
さ
せ
る
。
だ
が
、
も
う
や
ば
い
―
―
。
レ
イ
プ
仮
面

は
表
情
を
歪
め
た
。

「
さ
あ
、
こ
れ
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
だ
」

　
怪
人
は
手
の
刺
激
に
加
え
、
口
を
使
っ
て
フ
ェ
ラ
チ
オ
を
始
め
た
。
今
度
こ

そ
絶
体
絶
命
。
そ
う
思
っ
た
矢
先
、
レ
イ
プ
仮
面
は
あ
る
奇
策
を
案
じ
た
。

「
な
、
な
ん
だ
、
こ
れ
は
！
」

　
怪
人
が
呻
き
、
性
器
か
ら
離
れ
た
。
直
後
、
激
し
く
咳
き
込
み
出
し
た
。

「
レ
イ
プ
真
拳
超
奥
義
【
乳
梅
毒
】
」
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「
な
、
な
に
い
っ
！
」

　
説
明
し
よ
う
、
乳
梅
毒
と
い
う
の
は
レ
イ
プ
仮
面
の
必
殺
技
の
一
つ
で
、
性

器
か
ら
神
経
毒
を
含
ん
だ
毒
液
を
発
射
す
る
大
技
で
あ
る
。
本
来
は
広
範
囲
に

渡
っ
て
微
弱
な
毒
を
振
り
撒
く
技
だ
が
、
今
の
よ
う
に
フ
ェ
ラ
チ
オ
を
し
て
い

る
敵
に
対
し
て
使
う
と
、
そ
の
毒
を
一
点
に
集
中
し
て
放
つ
こ
と
が
出
来
る
た

め
、
絶
大
な
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
の
だ
。

　
乳
梅
毒
を
食
ら
っ
た
怪
人
は
意
識
を
失
い
、
そ
の
場
に
倒
れ
こ
ん
だ
。
レ
イ

プ
仮
面
は
彼
を
レ
イ
プ
し
た
。

「
お
嬢
さ
ん
、
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？
」

　
女
性
を
縛
る
ロ
ー
プ
を
切
り
、
揺
り
起
こ
す
。
女
性
は
意
識
を
取
り
戻
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
、
レ
イ
プ
仮
面
」

「
い
え
、
私
は
正
義
の
ヒ
ー
ロ
ー
で
す
か
ら
」

　
そ
し
て
レ
イ
プ
仮
面
は
女
性
を
レ
イ
プ
し
た
。

　
了
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

レイプ仮面
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
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た
っ
て
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